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神奈川県内広域水道企業団議会

月定例会 会議録 第１号

○令和６年１１月１日 午後２時００分開議

───────────────────────────────────────

○本日の出席議員 １１名

出 席 議 員

黒 川 勝

渡 邊 忠 則

行 田 朝 仁

山 浦 英 太

西 郷 宗 範

し き だ 博 昭

森 正 明

斉 藤 た か み

浅 野 文 直

押 本 吉 司

春 孝 明

説明のための出席者

企 業 長 城 博 俊

副 企 業 長 山 隈 隆 弘

総 務 部 長 津 田 宏

浄 水 部 長 小 池 健 一

建 設 部 長 依 田 一 仁

担 当 部 長 三 橋 俊 郎

特定課題調整担当

職務のため議場に出席した事務局職員

事 務 局 長 池 田 和 弘
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令和 年 月 日

神奈川県内広域水道企業団議会

１１月定例会議事日程（第１号）

令和６年１１月１日午後２時００分開議

第１ 会期の決定

第２ 議案第６号 令和５年度神奈川県内広域水道企業団水道用水供給事業会計における

利益の処分について

第３ 認定第１号 令和５年度神奈川県内広域水道企業団水道用水供給事業決算の認定に

ついて

───────────────────────────────────────

〔事務局長報告〕

出席議員 議長共１１名

○議長（浅野文直君）このたび招集されました神奈川県内広域水道企業団議会１１月定例

会を、これより開会いたします。

これより会議を開きます。

───────────────────────────────────────

○議長（浅野文直君）本定例会の会議録署名議員を、本職から指名いたします。

渡 邊 忠 則 君

押 本 吉 司 君

以上の両君にお願いいたします。

───────────────────────────────────────

○議長（浅野文直君）本職あて文書が提出されておりますので、職員に朗読させます。

〔事務局長朗読〕

───────────────────────────────────────

広域水総第１１１１―１号

令和６年１１月１日

神奈川県内広域水道企業団議会

議長 浅 野 文 直 様

神奈川県内広域水道企業団

企 業 長 城 博 俊

議案の提出について

議会１１月定例会の議案を別冊のとおり提出いたします。



令和 年 月 日

───────────────────────────────────────

○議長（浅野文直君）なお、監査委員報告５件、令和５年度資金不足比率の報告について

１件を、お手元に配付いたしましたので、ご了承願います。

〔巻末 ～ 頁参照〕

───────────────────────────────────────

○議長（浅野文直君）これより日程に従い、審議を行います。

日程第１、会期の決定を議題といたします。

おはかりいたします。

本定例会の会期は、本日から１１月１２日までの１２日間といたしたいと思いますが、

ご異議ございませんでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（浅野文直君）ご異議がないと認めます。

よって、そのように決定いたしました。

───────────────────────────────────────

○議長（浅野文直君）次に、日程第２、議案第６号 令和５年度神奈川県内広域水道企業

団水道用水供給事業会計における利益の処分について及び日程第３、認定第１号 令和

５年度神奈川県内広域水道企業団水道用水供給事業決算の認定についてを一括して議題

といたします。

議案の朗読は省略いたします。

〔巻末 ～ 頁参照〕

企業長の説明を求めます。

〔企業長、発言を求む〕

○議長（浅野文直君）城企業長。

○企業長（城博俊君）議員の皆様方におかれましては、大変お忙しい中、ご参集を賜りま

して、誠に有難うございます。心よりお礼申し上げます。

神奈川県内広域水道企業団議会定例会の開会にあたり、提出しました諸議案につきま

してご説明させて頂きます。

はじめに、議案第６号「令和５年度神奈川県内広域水道企業団水道用水供給事業会計

における利益の処分について」でございます。

今回の決算において生じました、純利益６４億６，４３０万余円のうち、半額の３２

億３，２１５万余円を、翌年度以降の企業債償還の財源として減債積立金へ、残りの半

額を、将来の施設整備費用の財源として、建設改良積立金へ積み立てようとするもので
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議会１１月定例会の議案を別冊のとおり提出いたします。



令和 年 月 日

あります。

また、積立金の取崩しにより生じました４８億９，８０７万余円については資本金へ

組み入れ、先ほどの純利益と合計しました１１３億６，２３８万余円が、令和５年度決

算における未処分利益剰余金となります。

次いで、認定第１号「令和５年度神奈川県内広域水道企業団水道用水供給事業決算の

認定について」でございます。

令和５年度の業務の実施状況でございますが、構成団体水道事業者への用水供給を着

実に実施するとともに、老朽化した水道施設の計画的な修繕及び更新・改良工事などを

実施いたしました。また、危機管理対策として、西長沢調整池などの耐震補強に取り組

み、計画に掲げた目標のとおり令和５年度をもって主要施設の耐震化が完了いたしまし

た。

決算の状況ですが、収益的収支の収入につきましては、構成団体水道事業者への供給

水量が減少したことにより、予算額に対しまして３億４，２６０万余円の料金収入減と

なり、４６４億４，８８７万余円となりました。

一方、支出につきましては、電気料金、特に燃料費調整額の高騰が想定していたほど

継続しなかったことや、水処理に影響を及ぼす台風などの自然災害が比較的少なく、堆

積土砂処分のための委託料、水処理用薬品費などの生産コストが減少したことなどによ

って、予算額に対しまして、４７億３５８万余円減の３９２億２，５８０万余円となり

ました。

その結果、純利益は、６４億６，４３０万余円となり、予算額に対し、４３億７，１０５

万余円の利益増となりました。

次に、資本的収支ですが、収入につきましては、企業債、補助金で、２９億７，５８５

万余円でございました。

一方、支出につきましては、一般建設改良費及び企業債償還金等で、２１９億８，８３２

万余円でございました。

この結果、支出に対する収入の不足額が、１９０億１，２４７万余円となりましたが、

減価償却費などの損益勘定留保資金等で補てんしました。

また、資金収支につきましては、翌年度繰越財源を除きまして、令和５年度末で

１２３億４，２９５万余円を確保しております。

なお、企業債残高は、令和４年度末と比較し、１０３億２，４００万余円減少し、令

和５年度末では、５７９億６，８９６万余円となりました。

令和５年度の決算概要につきましては以上のとおりですが、５事業者による再構築事
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業の進展に伴い、令和９年度以降、浄水場の増強や管路整備などが本格化し、企業団の

施設整備費が急増してまいります。加えて、企業団創設当初の施設、管路も老朽化が進

んでおり、修繕、更新などを着実に実施していかなければなりません。

従いまして、足元の決算状況に甘んじることなく、引き続き業務の効率化やコスト縮

減に努めるとともに、今後増加する施設整備の財源確保に向けて、中長期的視点に立っ

た財政運営に努めてまいります。

以上、私の提案説明とさせていただきます。

ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。

───────────────────────────────────────

○議長（浅野文直君）これより日程第２及び日程第３について、質問、質疑に入るところ

でありますが、ただいまのところ通告がありませんので、質疑なしと認めます。

───────────────────────────────────────

○議長（浅野文直君）おはかりいたします。

日程第２及び日程第３につきましては、この程度で広域水道常任委員会に付託して、

審査を願うことにいたしたいと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（浅野文直君）ご異議がないと認めます。

よって、そのように決定いたしました。

広域水道常任委員会におかれましては、慎重審査のうえ、その結果のご報告をお願い

いたします。

───────────────────────────────────────

○議長（浅野文直君）以上で、本日の日程は終了いたしました。

おはかりいたします。

１１月５日から１１月１１日までは休会といたしたいと思いますが、ご異議ございま

せんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（浅野文直君）ご異議がないと認めます。

よって、そのように決定いたしました。

次回本会議の日程を申し上げます。１１月１２日議会運営委員会終了後、再開、引き

続き審議を行います。

本日はこれにて散会をいたします。ありがとうございました。

午後２時１０分 散会
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令和 年 月 日

神奈川県内広域水道企業団議会

１１月定例会議事日程（第２号）

令和６年１１月１２日

第１ 議案第６号 令和５年度神奈川県内広域水道企業団水道用水供給事業会計における

利益の処分について

第２ 認定第１号 令和５年度神奈川県内広域水道企業団水道用水供給事業決算の認定に

ついて

第３ 委員会の閉会中の継続調査

───────────────────────────────────────

〔事務局長報告〕

出席議員 議長共１１名

○議長（浅野文直君）休会前に引き続き、これより会議を開きます。

───────────────────────────────────────

○議長（浅野文直君）これより日程に従い、審議を行います。
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における利益の処分について及び日程第２、認定第１号 令和５年度神奈川県内広域水

道企業団水道用水供給事業決算の認定についてを、一括して議題といたします。

───────────────────────────────────────

○議長（浅野文直君）広域水道常任委員会から審査結果報告書が提出されておりますので、

職員に朗読させます。

〔事務局長朗読〕

───────────────────────────────────────
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本委員会に付託の議案第６号ほか１件については、審査の結果、次のとおり決定した

ので、会議規則第７２条の規定により報告します。
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ので、会議規則第７２条の規定により報告します。
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３ 今般の水利権申請で得られた教訓を踏まえて、今後の取組みを進めてもらいたい旨

それぞれ要望を行い、熱心に検討を加え、審査に慎重を期したものであります。

審査の状況は、以上申し上げたとおりでありますが、広域水道常任委員会といたしま

しては、審査結果報告書のとおり、議案第６号について「原案のとおり可決すべきも

の」、認定第１号について「認定すべきもの」と、それぞれ決定した次第であります。

以上で、私の口頭報告を終わります。

───────────────────────────────────────

○議長（浅野文直君）これより討論に入るのでありますが、ただいまのところ通告があり

ませんので、討論なしと認めます。

───────────────────────────────────────

○議長（浅野文直君）これより日程第１から日程第２について採決いたします。

採決は区分して行います。

まず、日程第１、議案第６号 令和５年度神奈川県内広域水道企業団水道用水供給事

業会計における利益の処分について、広域水道常任委員会の報告どおり原案に賛成の方

はご起立願います

〔総員起立〕

○議長（浅野文直君）総員起立により、原案のとおり決定いたしました。

───────────────────────────────────────

○議長（浅野文直君）次に、日程第２、認定第１号 令和５年度神奈川県内広域水道企業

団水道用水供給事業決算の認定について、広域水道常任委員会の報告どおり認定するこ

とに賛成の方はご起立願います。

〔総員起立〕

○議長（浅野文直君）総員起立により、認定することに決定いたしました。

───────────────────────────────────────

○議長（浅野文直君）次に、日程第３、委員会の閉会中の継続調査についてを議題といた

します。

おはかりいたします。

日程第３につきましては、お手元に配付いたしました広域水道常任委員会及び議会運

営委員会の申し出どおり、今後、議会閉会中も引き続き調査を願うことにしたいと思い

ますが、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
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とに賛成の方はご起立願います。

〔総員起立〕
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